
第６分団は、西端地区を中心に活動しています。
市民の皆さまの生命と財産を災害から守るため日夜
訓練を行っています。
主な活動内容は、火災に備えて放水実践訓練、消
火栓点検、自然災害に備えて水防訓練、水門点検、
その際に使用する資機材・車両の取り扱いおよび点
検を行っています。また地域の行事や祭礼などの警
備も行っています。
西端地区は、特にここ何年か団員が欠員している
状態が続いています。少ない団員数での活動になり
ますが楽しく活動をしていけるよう努めています。
是非、たくさんの人に消防団の活動にご参加いただ

きたいです。任期中、訓練など大変なこともありま
すが共に助け合い一致団結して活動した仲間は生涯
の友となります。またこの活動で培われた経験は今
後の人生において大切な糧となると私は思います。
最後になりますが、地域の皆さまには、日ごろの訓
練などにご理解ご協力をいただきありがとうござい
ます。また団員をご輩出いただいている各事業所、
ご家族の皆さまには大変感謝しております。地域の
皆さまにあってよかったと思っていただける消防団
になれるよう精進し訓練を心がけていく所存です。
今後ともよろしくお願いします。

まちのなかには、猫が好きな人も苦手な人もいま
す。エサをあげる人もいれば、敷地にフンをされて
困っている人もいます。野良猫や飼い猫によるトラ
ブルを、地域の環境問題としてとらえ解決していく
ことが大切です。
●「地域猫活動」を知っていますか？
地域猫活動とは、猫の繁殖制限・エサ・フン尿な
どの適正な管理を行いながら、野良猫の数を減らし
ていく取り組みのことです。
地域ねこ活動の「ＴＮＲＭ」
Ｔ　ＴＲＡＰ（捕獲して）
Ｎ　ＮＥＵＴＥＲ
（不妊去勢手術をし）

Ｒ　ＲＥＴＵＲＮ
（元の場所に戻し）

Ｍ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ
（管理する）

※手術をした猫は、片耳が桜
の花びらの形の「さくら耳」
をしています。

●「地域猫活動」の手順と効果
①不妊去勢手術
子猫が産まれず、地域の猫の数を徐々に数を減ら
すことができます。
②衛生的なエサ場の管理
お腹を空かせて、ゴミをあさることがなくなりま
す。
③猫トイレの設置と管理
民家の庭などにフン尿をすることがなくなります。
市民講座「所有者のいない猫にできること」
人も猫もおだやかに暮らせるまちづくりについて、
また所有者のいない地域猫にできることを、皆さん
で考えてみませか。
とき　10月26日㈯　10時～11時
ところ　市役所談話室３
内容　県動物保護管理センター職員による講話
へきなん地域ねこの会活動報告
定員　30人（先着順）
申込み　10月15日㈫より環境課ごみ減量係

☎（95）9899

第６分団　分団長
杉浦暢哉さん

第６分団を紹介します

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

人も猫もおだやかに暮らせるまちづくりをめざして

トラップ

ニューター
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マネージメント

消防団員募集中
■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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11月14日は「世界糖尿病デー」です。糖尿病が原
因で亡くなる人を少しでも減らそうと、病気の予防
や治療継続を呼びかけるキャンペーンが世界中で行
われます。キャンペーンでは、一致団結して糖尿病
と闘おうという意味をこめ、青い円（ブルーサーク
ル）をシンボルマークとして用い、シンボルカラー
の青色で歴史的な建造物をライトアップする取り組
みもされています。例年、名古屋城や大阪城などが
ライトアップされています。
日本では、11月14日を含
む１週間を「全国糖尿病週
間」とし、各地で講演会や
健康相談などが行われます。
それに合わせて市民病院で
も11月12日㈫にイベントを

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050

■問　文化財課内市史
資料調査室
☎（41）4566

三河湾、伊勢湾では、早くから小型の船が湾内で
製塩燃料となる薪、陶器、塩、魚介類などの商いを
していたようです。湊や航路には、縄張りがあり、
商売にも許可が必要でした。それぞれの縄張り海域
には支配者がいたのです。
支配者の力が弱まる戦国時代には海賊被害が多か

ったようです。特に南紀熊野海域では平時は漁民で
も武装集団となり、熟知する海域で通行料としての
関銭（警固料）を徴収したようです。拒めば実力行
使もあったようです。
将軍足利義満の頃から大浜湊を支配し、称名寺を

創建した人物に志貴荘地頭職和田道弘がいました。
称名寺の二世・三世の住職は和田氏出身者が務めた
といいます。和田氏は、足利将軍家を支える有力武
将でした。江戸時代に大浜称名寺文書を調査し和田
氏と足利将軍家には永く確かな主従関係があったこ
とを成島司直という学者が明らかにし、お墨付きを
与えました。江戸幕府の歴史書に『徳川実紀』があ

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.65　はるか昔の大浜湊(2) りますが、これをまとめあげた人こそ、他ならぬ成
島司直という人でした。
『称名寺縁起』には、和田親平の代に二十一間（約
38ｍ）四面の本堂、そのほかの伽藍を建立し700石の
土地、海岸の地子金、船税を寄付したと書かれてい
ます。海岸の地子金というのは、縄張りの海から得
られた漁労収入の一部を漁民が銭で払ったものと考
えられます。親平の寄進状には、項目のひとつに「西
浜地子并大舩問料之事」とあります。これは大浜に
大小の船が入港するので、船から「問料」を称名寺
が徴収していたことになります。大浜には重要な湊
にしかない三河でも唯一の「問丸」があったのです。

開催します。毎年恒例の血糖測定はじめ、ラジオ体
操など体を動かすコーナー、動脈硬化の程度（血管
年齢）がわかる検査、糖尿病関連グッズがもらえる
スタンプラリー、医師によるミニ講演会および糖尿
病クイズ（10時30分～11時30分）も行います。参加
は無料で予約も必要ありませんので、みなさんお誘
い合わせのうえ、気軽に参加してください。

全国糖尿病週間関連行事
とき　11月12日㈫　９時～13時
ところ　市民病院

全国糖尿病週間にあわせて
イベントを開催します

みなと

△和田親平が「舟問料」「地子」を称名寺に
与えた文書（称名寺所蔵）

みちひろ

なるしま

せきせん こば

ぜに

ちしきん

といりょう

はま ち　しならびにおおぶねといりょうの　こと

にし

といまる

ちかひら

がらん

もとなお
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